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が，対象となっている。ここで
注目すべきは，内容項目ないし道徳的価値の理解そのもの








































































































　〔第 1学年及び第 2学年〕 友達と仲よくし，助け合うこと
②【生命の尊さ】　［内容項目　D 主として生命や自然，崇高なものとの関わりに関すること］
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